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＼朝日平から白馬岳 〔左）白馬旭岳 t右Jを望む、

朝 日岳山聞き
朝日岳、とれぞまさしく、わが朝日町の象徴であり、 51J%の

由来も乙の山に起因する。

海底2.418.2米中部山岳国立公聞、北ア／レプス白馬連tUのi投

北端に位し、女性的山容と、眺唱の絶rnは、まず第一に特下す
べきものであろう。

恒例の朝日山開きは、年 に々盛大になり、登山者の散もうな

ぎ上りに増加している。 国鉄伯駅に下車、小川温泉元協を椛て、

北文谷を渡り、恵阪山登りの通紘ヱプリ取を汗して登り、 夕日

ケ原の俗瞳を知らないI白山植物地帯のお花畑を通る時、 r;vJ凶の

山の女神の静かなるたたずまいを．臥わせる。そして吹から択と

ひらげてくる雄大な展望、北は日本海をはるかにのぞみ、北側

に黒部扇状地宇野、富山平野がひらけ、聞に白馬連裟がそそり光

つ康観の中にとけこんだ自分は、ただ大自然の壮重のrl11-.:.1.'.J己

を忘れるかの感にうたれる。

領者let，近年朝日小屋の再建を記念しての山開きに、朝日主主

山の儀会を得た。終戦直後二カ年つづいて、立山に登ったその

時、あの八丁塩の急底を、あえぎながらも登りつめ、弥陀ケ似

の大高原に足をふみしめた時のことを今に思い出す。それにも

似てエプソ坂の急以.，ま、きV:Lいよ自然にいと．むな1:1のだいご

II米を満喫させてくれたぞ 胸っきf、 iのあのむ授の－~·1·Lみの後に

展開する夕日ケ原の努しさ…－

今、立山にはケープ／レが景山者をはこんでくれる。しかし、

朝日にはそれがなL、。市者は、その大tot然のきびしさに、よ式斜！

をうけることのできる朝日目登はんをこよなく荒するのはこの

雌である。スーパー林道開ぷの，ii"岡もあると聞く。 それはそれ

としても、大自然、に自らをぶっつけ；請すことのできる今の安は、

いつまでもこのままにしておきたいと念刷ずるー－人である0

.iじX小屋、朝日小眠、共に珠山者”のr；・itド］／.胤設が光’文・された。

’iv！日岳の頂上を極め、 宮；(1、臼民を続て‘jt'.'(jに下η、 －時／1＇］・水

平、地母谷、線平を通って子主月間泉に述する；Jースあり、ま

た｛;i~四谷に下る コースなど、明日町から~る明fJI百貨山コー

スは、近時間u~されたとはいえ、 まだまだ広く切られていない

感がある。

フji5不易の雄笹を、大空にそび7._＼＇／；たせ、トついつまでも、

わが朝日町を静かに見可Eるかの如き1:011::1/frは、？＇1尖Jtに、わが

朝日町のシ ンポJレて・ある。 （編m・：£！口民九出道守〉
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山
村
に
お
け
る
産
業
基

艦
及
び
生
活
盟
境
の
整
備

等
が
、
他
の
地
域
に
比
較

し
て
低
位
に
あ
る
実
情
か

ら
、
同
に
お
い
て
は
人
口

の
流
出
に
よ
る
過
疎
問
題

を
大
き
く
取
り
あ
げ
、
山

村
に
お
け
る
椛
済
力
の
堵

誌
と
住
民
の
福
利
向
上
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十

年
五
月
に
山
村
掛
別
法
が

制
定
さ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ

と
そ
の
傾
倒
他
策
が
閉
じ

ら
れ
て
い
る
υ

当
刷
H
町
で
も
、

山
村

地
域
（
川
山
崎
間
保
、
向

附、

山
川
）
の
抑
制
ん
か
』
は
か

る
た
め
、
附
利
凶
十
三
年

十
二
日
二
十
八
日
付
を
も

っ
て
振
刷
、
山
付
加
指
定
を

受
り
、

一
蹴
さ
れ
た
総
合

事
業
を
取
り
入
れ
た
振
別
一
計
闘
を
立
て
て

悶
に
申
請
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
六

月
九
日
付
で
振
拠
計
一
川
が
承
認
さ
れ
、
い

よ
い
よ
今
咋
院
か
ら
事
業
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な

？
に
、

和
関
市
主
計
附
ド
ト
山
下
、ぬ
に
あ
た
っ
て
は

町
民
各
位
の
絶
大
な
る
と
支
長
、
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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住
民
基
本
台
帳
へ
の

届
出
を
忘
れ
ず
に

七
月
二
十
日
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
と

選
挙
人
名
簿
が
統
一
的
に
運
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
J

こ
れ
ら
の
窓

υ事
務
の
合
理
化
に
よ
り

従
来
転
入
な
ど
の
場
合
、
二
つ
も
一
一一
つ
も

一
州
出
の
手
続
き
を
し
て
い
た
の
が
、

住
民

基
本
台
帳
へ
の
届
出
の
み
で
簡
単
に
す
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

乙
の
よ
う
に
便
利
に
な
っ
た
ば
面
、
住

民
基
本
台
帳
へ
の
届
出
を
怠
た
り
、
記
録

さ
れ
て
い
な
い
と
、

予
防
山
内
陣
、
同
氏
年

公
、
国
民
望
版
保
険
な
ど
を
利
川
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
ほ
か
、
選
挙
人
名
簿
に
も

登
録
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た

現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
も
、
住
民
基
本
合
艇
に
記
録
さ
れ
て
い

な
い
と
、
七
月
二
十
日
に
は
、
選
挙
人
名

簿
か
ら
お
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
わ
が
国
に
は
、
住
所
地
の
住
民
苓

ホ
円
札
に
以
い
僻
さ
れ
て
い
な
し
人
が
耕
中l

多
数
に
及
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
、
住
民
基
本
台

帳
へ
の
届
出
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
七
月
二
十
日
に
選
挙
人
名
簿
か
ら
お

と
さ
れ
ま
す
が
、
七
月
十
九
日
ま
で
に
住

民
系
本
台
帳
へ
の
届
出
手
続
ぎ
を
し
て
お

け
ば
お
と
さ
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、
選
挙
人

名
簿
か
ら
お
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

後
、
住
民
基
本
台
帳
へ
の
届
出
を
し
た
日

か
ら
一
ニ
ー
刀
月
経
過
し
た
次
の
守
鋭
日
（
毎

年
九
月
十
日
ま
た
は
選
挙
の
と
き
、
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に

定
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ま
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で
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に
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国
民
年
金
の

保
険
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除
手
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き
を

国
民
作
金
で
は
、
加
入
者
の
所
得
が
少

な
い
な
ど
、
保
険
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を
納
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の
が
困
難
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と
き
、
保
険
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す
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こ
の
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は
、
凶
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年
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防
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、
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一
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福
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と
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受
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心
人
、
住
所

扶
助
を
受
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ま
た
、
所
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の
低
い
人
や
、
家
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が
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中
一

活
扶
助
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外
わ
扶
助
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、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
設
な

負
担
に
な
る
と
さ
、
役
場
に
そ
め
旨
申
し

出
て
、
保
険
料
免
除
の
手
杭
き
を
と
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
必
官
と
な
り
ま
す
《
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同
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年
金
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給
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、
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納
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岡
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仁
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盛

会
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八

回

朝

日

町

体

操

祭

恒
例
の
明
日
町
俸
制
祭
は
、

六
月
三
日

泊
中
学
校
グ
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ウ
ン
ド
に
、
町
内
の
小
・

中
・
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、
保
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所
幼
児
、
婦
人
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ど
約
二
、

0
0
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し
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時
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泊
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前
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ら
会
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ま
で
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刑
小
字
椛
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以
前
隊
を
先
頭
に
千
余

の
大
山
レ
1
ド
を
行
な
い
、
開
会
式
の
あ

と
、
参
加
者
会
い
れ
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体
桜
を

皮
切
η
’に
出
技
に
入
り
、
小
・

中
学
ん‘
選

抜
に
よ
る
第
三
日
記
録
会
も
行
な
っ
て
、

午
後
二
時
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
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績
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2

（教
富
円
安
門
会
〉ソフトポール大会

民町回15 第

（六
月
八
日

小
川
中）

マ
第
四
回

一
市
三
町
．ハ
レ
l
ボ
ー
か
大
会

（六
月
二
十
二
日

泊

中

）

（
男
）
①
朝
日
夕
ラ
プ
①
吉
田
工
業

（
女
）
①
東
洋
紡
①
日
東
紡

マ
朝
日
岳
・

白
馬
岳
登
山
参
加
者
募
集

併

期

日

七
月
二
六
日
I
二
八
日

川
和
間
十
四
年
度
の
町
的

プ

l
w聞
き
が
六
月
二
十
五

日
行
は
わ
れ
、
水
の
シ
ー
ズ

ン

ω日
め
け
脅
し
た
。

イEi.毎｜一水の季節到来一｜
守」一町営プール開場ー」
児 ijif
宅事－九 閉

tJ~ ~ 遍
定、 時

~~ ~ 間
後 六
ヨtH守
時ま
まで
で 。

開
設
期
間

六
月
一

一l
五
日

t九
月
七
日

出
制
除
の
た
め
の
休
場
日

7
月
3
H
i
5日、

7
－

A
守

p
b
、
F

A

h｝
ト
。
、

’1
1
・J
1
7
1

つ
宍
4
つ＆

8
・
4
1
6、
8
・
同

t

p
D
、
3
3

R

J

、f
7
6

－
h

《
E

つ’h
－
｛
内
Jι

入
場
料

小中大
学 学人
生生 （

匹主1

}:. 

／.、

サ.-1 ・十
｜リ ドj円

利
用
上
の
注
意

。
監
視
員
の
指
示
に
従
う
乙
と
。

経
費
（
栴
泊
償
）
－

一、一
三
O
O
円

（一
一泊
分
）

（
交
通
費
）
約
七
O
O
円

申
込
み

的

募

集

人

目

玉

O
名

一例
七
月
二
十
三
日
ま
で
、
鮮
．

験
者
初
心
者
の
有
無
、

住

所
氏
名
記
献
の
う
え
申
し

込
む

付
申
込
先

朝
日
町
教
育
呑
員
会

山
崎
郵
便
局

マ
第
一
回
朝
日
町
婦
人
球
技
大
会
案
内

期

日

七
月
十
三
日
（
日
）
九
時

会

場
泊
中
学
校
体
育
館

種

目

バ

レ

ー
ボ
ー
ル
、

卓
球

（
朝
日
町
体
育
協
会
）

O
食
後

一
時
間
、
ま
た
身
体
の
調
子
の

悪
い
と
き
は
水
に
入
ら
な
い
こ
と
。

O
必
ず
肢
抗
憎
を
通
っ
て
、
腰
ま
で
よ

く
消
毒
す
る
こ
と
。

（い
出
重
品
は
持
ち
込
ま
な
い
。
止
む
を

仰
な
い
と
き
は
必
ず
窓
叫
に
あ
ず
け

る
こ
と
。

O
持
物
に
自
分
の
氏
名
を
書
い
て
お
く

こ
と
u

O
プ
ー
ル
サ
イ
ド
や
水
の
中
で
．
悪
ふ
ざ

り
を
し
た
り
、
い
た
ず
ら
を
し
な
い

こ
と
d

臨
時
電
話
が
あ
り
ま
す
リ

番
号
は
①
2
1
2
1
4
0
で
す
。

（
教
育
委
員
会〉

〈
写
真
布
〉
初
泳
ぎ
を
楽
し
む
児
童

境
小
学
校
裏
山
に

つ
つ
じ
圏
の
造
成

全
国
岡
樹
祭
が
本
県
に
行
な
わ
れ
た
の

を
横
に
、
境
小
学
校
で
は
、
同
校
裏
の
雑

木
に
ぬ
お
れ
た
、
高
さ
約

一
C
川
公
、
幅

五
C
m
に
わ
た
り
つ
い
立
て
状
に
’江
つ
裏

山
を
切
り
附
い
て
、
つ
つ
じ
闘
を
造
成
す

る
計
闘
を
立
て
、
三
月
下
旬
米
、
会
員
の

ぷ
代
作
業
に
よ
っ
亡
、
踏
ん
ベ
と
そ
の
治
成

［
一引
か
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
聞

い
た
地
区
民
有
志
か
ら
、
乙
の
間
統
々
と

協
刀
加
申
し
止
が
あ
り
、
特
に
問
中
繁
次

叫
氏
は
．
特
別
奉
仕
で
柴
木
の
刈
り
取
り

を
行
な
ト
、

作
業
の
進
行
を
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
も
協
力
く
だ
さ
れ
、
ま
た
、
つ

つ
じ
れ山
崎
木
五

C
本
も
寄
附
く
だ
さ
れ
た

こ
れ
ら
散
々
の
厚
患
と
積
極
的
な
援
助

の
う
ち
に
、
五
月
二
十

一
日
、
会
員
た
ち

の
什
の
奉
仕
に
よ
る
み
ご
と
な
っ
つ
じ
園

が
完
成
し
た
。

一
東
山
に
仕
事
す
る
親
の
動
き
を
窓
ご
し

に
見
て
き
た
ず
ど
も
達
は
、
色
と
り
ど
り

の
つ
つ
じ
が
い
っ
せ
い
に
咲
き
ほ
こ
る
日

を
出
し
み
に
待
っ
て
い
る
。（境
小
学
校
）

人
写
真
〉

境
小
学
校
舎
裏
山
で
の
児
童
の
造
園
作

集

晶
体
－

aaτ
ヲ

t
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こ
れ
か
ら
の
病
虫
害
防
除

ひ

六
月
二
十
日
、
富
山
地
方
気
象
台
か
ら

発
表
さ
れ
た
3

向
乙
う
三
カ
月
の
気
象
予

報
に
よ

η
ま
す
と
、
低
温
第
照
多
雨
で
、

し
か
も
夏
型
の
短
か
い
気
象
と
い
う
、
稲

作
の
什
仁
げ
の
期
聞
に
と
っ
て
悲
観
的
な

夢
索
が
多
く
、
病
問
虫
の
多
発
す
る
条
件

が
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

梅
雨
あ
け
後
、

急
激
に
一
気
協
が
上
る
間

期
に
出
秘
す
る
車
生
は
、
根
の
機
能
低
ド

を
起
こ
し
ゃ
す
く
、
ま
た
下
腿
が
川
れ
上

が
り
ゃ
す
い
の
で
、
一
明
書
良
の
被
官
は

一

層
大
き
く
な
的
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ζ

の
時
期
の
防
除
は
、
収
量
の
減
蝿
防
止
に

さあ（震？話芸品易会品）第167号

大
き
な
役
割
を
わ
っ
大
凶
な
作
業
で

7
0

巌
近

ω労
力
事
情
か
ら
し
て
、
作
業
の
符

力
他
で
は
な
く
、
省
略
侶
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
、
防
除
作
業
だ
け
は
適
期
を

の
が
さ
ず
、
て
い
ね
い
な
倣
術
作
業
在
位
す

る
こ
と
が
、
良
質
米
の
十
八
県
川
住

W．
に
つ
な

が
る
電
製
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
わ
け
で
す

穂
い
も
ち
病
の
防
除

鼠
近
、
総
肥
、

N
K
舵
の
地
問
技
術
が
市

民
し
て
、
穂
い
わ
ち
病
め
後
則
多
発
（
円
一
〕

．
く
に
枝
便
い
も
ち
病
）
の
傾
向
に
あ
り
ま

ず
。
棒
肥
、
実
肥
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
用

収
す
る
と
い
う
安
易
な
考
え
方
を
捨
て
、

施
肥
後
必
ず
防
除
を
す
る
心
が
け
を
も
っ

て
ほ
し
い
も
れ
で
す
ι

も
ん
が
れ
病
の
防
除

侮
雨
あ
け
後
、
本
絡
的
な
官
民
型
の
高
泊

以
象
に
な
る
と
、
病
雌
は
急
に
ヒ
仙
の
地

制
に
ま
で
進
耐
火
し
ま
す
。

と
〈
に
川
徳
間

以
降
に
憾
告
が
ひ
ど
く
な
る
性
慣
を
も
っ

た
病
試
で
す
か
ら
、
防

除

の

カ

ナ

メ

は

出

則

日

7
リ
お
け
（
市
川
）

4
・川
中

隙
仰
に
完
全
防
除
す
る
こ
と
と
、
ム

ラ

ま

川

柳

川

州

R
川
収
l
一んパ飢

v

J

・、A
a
－－’
h

，、A

．．．
 
，b
fi

－－－T
J

‘A
a
z
’B
，、Aa
－－－h
fB
－－E
・E・Je
A
a
－－v
J

‘aa
－－，、，
f
A
a
mu
－－J
‘aaaEE
’J
E
t
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｝E
a
－－’’

ゴ
ミ
収
集
車
購
入

一
一品

欝

溜

町
で
は
、

A
つ
ま
で
あ
っ
た
じ
ん
か
い
収

集
車
が
老
朽
化
し
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
新

鋭
曜
を
一
台
購
入
し
、
収
集
能
力
の
向
上

と
環
境
の
悠
附
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
っ

た
。収
集
に
つ
い
て
は
、
丸
寸
分
の
問
、
特
別

出
川
地
域
に
つ
い

て
は
従
米
ど
お

η
と
し

そ
の
他

ω
，則
一
氏
の
ふ
燃
焼
物
に
つ
い
て
は

従
米
引
月
一
一
円
で
あ
っ
た
も
の
を
月
二
川

（
杭
て
め
一
三
氷
脱
匂
）
以
来
す
る
と
と

に

な

っ

た

。

（

民

生

諜

）

〈
写
真

V

新
し
く
購
入
さ
れ
た
新
鋭
牧
集
車

き
に
よ
る
業
中
古
を
川
さ
え
い
こ
と
で
す
3

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
ウ
ン
カ
の
防

除
乙
の
宮
虫
に
よ
る
被
中
山内は
、
出
陣
期
間

後
が
肢
も
大
き
い
の
で
、
関
係
指
持
機
関

か
ら
指
示
さ
れ
る
発
生
状
況
と
、
防
除
必

則
を
光
分
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
幼
虫
期
を
ね

ら
っ
て
つ
角
に
広
域
防
除
を
す
る
こ
と
が

肝
安
で
す
。

へ
入
諮
問
状
業
改
良
持
及
川
朝
日
文
所
）

身体障害者 （児1

巡回更生相談会

引
内司
律
問
害
者
更
生
州

訟
広明

治
機
‘
楠
装
良
、
職
業

叶ヂ
活

な
ど
企
て
の
相
談
（
民
生
課
）

マ
七
月
の
人
権
身
上
相
談

日

時

七

月

二
十
一
日

〈
月
）

午
後

｝
時
か
ら
四
時
ま
で

制
日
町
職
工
会
館
（
総
務
誤
）

I｝ヲJη
有 当

場
所

富
山
県
人
事
委
員
会
で
は
．
次
に
よ
り

嘗
察
官
の
募
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同

J
』rz
”
 

。
、
以
川
予
定

附
利
四
十
五
年
四
月

十
U

一
、
採
用
予
定
人
員

節
祭
宵
A

（
高
校
箪
）
約
五

O
名

融
情
察
官
B
（
大
学
本
）
約
二

G
包

一
、
採
用
誠
験
申
込
則
H

昭
和
四
十
四
年
六
月
九
H

j
八
月
四
日

一
、
詰
験
期
日

第

一
次
試
験

①
日
時
昭
和
四
十
四
年
八
月
十
二

日
午
前
八
時
二

O
分

∞
場
所
県
立
富
山
中
部
高
校

①
話
験
制
目
醤
察
官
と
し
て
必
安

な
一
般
知
識
と
教
長
に
つ
い
て
、

笹
祭
官
A
．

B
別
に
択
一
式
に
よ

る
軍
記
及
び
作
文
誠
験
ほ）

北
陸
銀
行
出
支
店
か
ら
．
こ
の
ほ
ど
店

刷
新
築
記
念
と
し
て
、
十
万
円
を
善
意
銀

行
に
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
醤
意
に
対

し
紙
上
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
長

し
ま
す
6

へ
明
日
町
選
意
銀
行
）

（｜
善

意

の

a品．
a
－・nxu

抗
二
次
試
験

第
一
か
誌
版
合
格
者
に
ウ
レ
て
、
後

目
、
期
日
及
び
場
所
を
恋
人
に
通
知

し
て
行
な
わ
れ
る。

一
、
受
験
資
格

①
年
令
学
歴

嘗
察
官

A
U
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
歴
を
有
し
、
昭
和
二
十
年
四
月

一
一日
か
ら
二
十
六
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
但
し
来
春

三
月
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
は
、

昭
和
二
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。

讐
察
官

B
H
四
年
制
大
学
卒
業
の
者

ま
た
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
者
は

間
和
二
十
年
凶
月
二
日
か
ら
二
十

三
年
四
月
一
日
ま
ず
に
生
ま
れ
た

者

①
身
長
等

身
長

一
六

O
m以
ヒ

依

菅

川

0
・
旬
以
上

川
出
力
削
阻
と
も
際
限

O
、
山ハ

（き

ょ
う
．正一

、

O
以
上
の
者
は

傑
嗣
O
、

一
）
以
と
で
弁
色

力
が
完
全
で
あ
る
乙
と
。

そ
の
他
身
体
に
筒
形
そ
の
他
異
状

が
な
い
こ
と。

一
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
醤
察
署
、
派
川

註介
住
所
へ
問
い
あ
ね
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
入
善
穫
祭
宮
）

先
月
の
交
通
事
故

（
朝
日
町
管
内
）

十

一
件
一
a八

ト
ム
ハ
人

ん
vaR
車
宮者、．14

自

衛

官

募

集

中

一ゆ
持
さ
れ
る
万
は
、
お
話
料
に
役
場
窓

け
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い。

（総
務
課
）

f~ 死 i'i

i~ c 

編
集
策
発
行

口

叫

開

山

司
同日

送

料

定

価
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